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論文審査の結果の要旨 

 

１ 研究目的の評価 

本研究は、中枢神経に腺外合併症を呈するシェーグレン症候群(SJS)に

おいてアクアポリン(AQP)が共に発現していることに注目し、AQP 発現と

疾患の病態発生との関連性を検討したもので、目的は妥当と考えた。 

 

２ 研究手法に関する評価 

視神経脊髄炎関連疾患(NMO)で SJSを合併した生検症例、SJS症例および

コントロール群の３群において AQP4, AQP5の発現を免疫染色的に検討し、

また AQPの変化がサイトカイン依存性であるかを評価するために初代培養

唾液腺上皮細胞を用い、TNF-α及び IL-10による刺激を加えた検討を行っ

ている。研究手法の進め方は妥当と評価した。 

 

３ 解析・考察の評価 

上記手法の結果、AQP4は唾液腺内に発現しないことを発見し、また SJS

および NMO合併 SJSに共通して、AQP5が唾液腺上皮内に異常な局在を示す

ことを発見した。更に、上皮の AQP5 の発現がサイトカインに依存するも

のでは無いことを明らかにした。SJSおよび NMO-SJSが共通して AQP5の上

皮における局在異常を合併することを明らかにしたことは、今後の SJSに

おける病態解明において、大きな影響を与える結果と期待される。また、

これらの結果から導かれた考察も妥当なものであると評価した。 

 

以上のように本論文はシェーグレン症候群の研究において貢献すると

ころが大であり、審査委員は全員一致で博士（医学）の学位に値するもの

と判断した。 

 

 


